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巷
で
「
式
年
遷
宮
は
じ
ま
り
の
年
」

と
も
称
さ
れ
た
令
和
七
年
度
は
、
八
年

余
り
掛
け
て
執
り
行
う
第
六
十
三
回
神

宮
式
年
遷
宮
の
三
十
三
に
も
及
ぶ
諸

祭
・
諸
行
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で

あ
っ
た
。
五
月
に
山
口
祭
・
木
本
祭
が

両
宮
で
、
六
月
に
御
杣
始
祭
が
長
野
県

で
、
裏
木
曽
御
用
材
伐
採
式
が
岐
阜
県

で
斎
行
さ
れ
、
御
神
木
が
長
野
か
ら
は

愛
知
を
経
て
三
重
へ
、
岐
阜
か
ら
は
県

内
各
地
を
経
て
三
重
へ
と
中
継
の
う
え

奉
搬
さ
れ
、
伊
勢
に
入
り
両
宮
に
お
い

て
御
樋
代
木
奉
曳
式
が
行
わ
れ
た
。
そ

れ
か
ら
九
月
に
は
御
船
代
祭
を
滞
り
な

く
終
え
た
。
こ
の
よ
う
に
遷
宮
諸
祭
は

順
調
に
執
り
進
め
ら
れ
、
本
年
は
目
下

第
一
次
お
木
曳
行
事
で
神
都
は
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
。

両
正
宮
及
び
別
宮
の
特
別
な
御
用
材

を
ゆ
か
り
の
奉
曳
団
が
曳
く
御
木
曳
初
式

（
役
木
曳
）
が
四
月
十
二
日
（
日
）
に
川

曳
（
内
宮
領
）、
翌
十
三
日
（
月
）
に
陸

曳
（
外
宮
領
）
で
斎
行
さ
れ
た
。
そ
し
て

五
月
九
日
（
土
）
か
ら
八
月
二
日
（
日
）

ま
で
の
土
・
日
の
延
べ
十
五
日
間
に
か
け

て
旧
神
領

民
と
な
る

伊
勢
地
元

の
各
奉
曳

団
が
、ま
た

五
月
十
日

（
日
）
か
ら

六
月
十
三

日
（
土
）
ま

で
の
金
・

土
・
日
に
か

け
て
の
延

べ
十
三
日

間
に
お
い

て
特
別
神

領
民
に
よ

る
お
木
曳

行
事
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
本
年
は
四
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
木
造

始
祭
が
、五
月
十
七
日
に
假
御
樋
代
木
伐

採
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
今
回
は
御
木
曳
に
焦
点
を
当

て
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
、
主
と
し
て

中
世
の
記
録
を
元
に
申
し
述
べ
た
い
。

延
長
五
年
（
九
二
七
）
成
立
の
『
延
喜

大
神
宮
式
』
に
よ
る
と
、
御
木
曳
は
本

来
、
律
令
制
下
の
課
役
と
し
て
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
中
世
以
降

は
律
令
体
制
が
弛
緩
し
た
た
め
、
宮
川

以
南
の
住
民
に
よ
っ
て
継
続
し
て
行
わ

れ
て
き
た
。
内
宮
長
官
（
一
禰
宜
）
の

要
職
に
あ
っ
た
藤ふ

じ
な
み
う
じ
つ
ね

波
氏
経
が
著
し
た

『
寛
正
三
年
造
内
宮
記
』
に
よ
る
と
、
遷

宮
九
年
前
の
享
徳
二
年
（
一
四
五
二
）

二
月
、
宇
治
、
箕
曲
、
沼
木
の
郷
民
等

が
先
例
の
通
り
、
精
励
を
尽
く
し
て
御

木
を
奉
曳
し
、
一
頭
の
音
頭
に
一
同
が

三
度
声
を
合
わ
せ
た
（
木
遣
り
の
前
身

か
）
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
神
領
民

に
よ
る
御
木
曳
が
既
に
慣
例
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
期
に
至
っ
て
は
、
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）及
び
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

に
御
樋
代
木
奉
曳
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
『
享
保
御
造
宮
格
式
』
と
い
う
山
田

奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
史
料
に
よ
る
と
、

伐
採
さ
れ
た
大
材
が
木
曽
川
の
本
支
流

を
巧
み
に
ぬ
っ
て
搬
出
さ
れ
、
美
濃
国

錦に
し
ご
り織
に
一
旦
御
用
材
は
送
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
筏
組
に
さ
れ
た
御
材
木
は
さ
ら

に
桑
名
を
経
て
伊
勢
度
会
の
大
湊
ま
で
搬

送
さ
れ
た
。
そ
こ
で
両
宮
分
に
仕
分
け
さ

れ
、
内
宮
分
は
鹿か

の
み海
か
ら
五
十
鈴
川
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
内
宮
作さ

く
し
ょ所
（
造
営
工
事
に
関

わ
る
在
地
の
統
括
者
。
累
代
、
禰
宜
が
こ

の
職
を
務
め
、
内
宮
は
藤
波
家
、
外
宮
は

松
木
家
が
従
事
）
へ
、
外
宮
分
は
宮
川
堤

か
ら
川
筋
を
陸
路
奉
曳
し
て
外
宮
作
所
へ
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と
搬
入
さ
れ
て
い
た
。

明
治
期
に
入
る
と
、
同
十
六
年
の
御

木
曳
は
神
宮
制
度
の
画
期
的
改
革
と
神

領
並
び
に
師
職
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、

宇
治
山
田
町
在
の
奉
仕
先
例
は
、
表
向

き
は
踏
襲
さ
れ
な
い
形
と
な
っ
た
。
し

か
し
旧
神
領
民
の
神
忠
・
真
心
か
ら
三

重
県
庁
へ
出
願
の
う
え
許
可
を
得
て
、

町
村
取
り
交
え
て
抽
選
し
て
順
序
を
定

め
、
御
木
曳
を
し
た
。

さ
ら
に
明
治
三
十
六
年
に
至
っ
て
は
、

旧
神
領
民
の
神
忠
の
古
例
を
重
ん
じ
、

最
初
の
御み

ひ
し
ろ
ぎ

樋
代
木
だ
け
は
造ぞ
う
じ
ん
ぐ
う
し
ち
ょ
う

神
宮
使
庁

の
手
で
奉
曳
さ
せ
、
次
の
役
木
曳
（
内

宮
は
八
郷
曳
、
外
宮
は
五
本
曳
と
称
す
）

か
ら
一
般
の
順
曳
ま
で
宇
治
山
田
町
住

民
の
請
願
を
達
し
、
御
木
が
奉
曳
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
倣
い
、
爾
後
は
今
回
の

第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
も
御
木
曳

行
事
と
し
て
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

先
ほ
ど
触
れ
た
が
、
現
行
の
式
年
遷

宮
に
お
け
る
御
木
曳
行
事
の
嚆
矢
と
し

て
、
ま
ず
御
木
曳
初
式
が
行
わ
れ
る
。

同
式
は
御
杣
山
で
伐
採
し
た
御
料
材
を

宮
域
に
曳
き
入
れ
始
め
る
式
で
、
古
史

料
に
よ
れ
ば
、
御
料
材
は
御
正
殿
の
棟

持
柱
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
年
の
第

五
十
八
回
遷
宮
よ
り
榱
（
垂
木
）
材
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
日
も

役
木
と
し
て
垂
木
な
ど
の
重
要
な
木
が

奉
曳
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
御
木
曳
行
事
に
つ
い
て
、

中
世
の
例
を
詳
し
く
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

古
い
時
代
は
「
木
上
の
役
」
と
も
称
し
、

『
遷
宮
例
文
』『
文
永
三
年
遷
宮
沙
汰
文
』

『
元
亨
三
年
内
宮
遷
宮
記
』
な
ど
に
古
記

録
が
見
ら
れ
る
。
中
世
後
期
の
例
を
挙

げ
る
と
、『
永
禄
記
』
よ
り
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
外
宮
領
と
し
て
美
濃
国
木

曽
山
か
ら
伐
り
出
し
た
御
料
材
が
桑
名

の
海
か
ら
着
到
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六

月
二
十
三
日
に
「
上
中
郷
木
引
」、
同

二
十
六
日
に
「
二
俣
、
中
島
衆
同
」、
十
一

月
十
二
日
に
「
岩
渕
木
引
」、
四
年
四
月

十
一
日
に
「
岩
渕
、
岡
本
、
下
馬
所
、
中

世
古
、
宮
後
、
久
保
引
也
」
と
あ
る
。
さ

ら
に
『
外
宮
天
正
遷
宮
記
』
の
天
正
十
二

年
（
一
五
八
四
）
に
よ
れ
ば
、「
宮
後
ヨ

リ
七
月
九
日
ニ
ひ
き
初
候
、
そ
れ
よ
り
次

第
ニ
上
（
※
市
街
の
西
方
に
あ
た
る
、
宮

川
寄
り
・
筆
者
注
）
よ
り
ひ
き
申
候
」、

十
三
年
八
月
一
日
に
「
西
川
原
宮
後
五

本
」、
二
日
に
「
上
中
之
郷
三
本
」、
四
日

に
「
八
日
市
場
五
本
」、
七
日
に
「
大
世

古
一
ノ
木
五
本
」、
八
日
に「
岩
渕
衆
一
五

本
」、
九
日
に
「
一
志
久
保
七
本
」、
十
三

日
に
「
田
中
中
世
古
三
本
」、
十
五
日
に

「
曽
根
、
下
馬
所
、
船
江
、
川
崎
、
三
本
、

高
倉
、
長
屋
四
本
」
を
曳
い
た
記
述
が
あ

る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
宮
後

よ
り
ひ
き
初
」
の
こ
と
で
あ
る
。『
お
木

曳
初
見
』
は
こ
の
理
由
に
つ
い
て
「
上
部

貞
永
ハ
織
田
・
豊
臣
両
氏
共
其
師
職
ナ

リ
シ
カ
バ
、
両
氏
ヨ
リ
寄
進
ノ
天
正
遷
宮

関
係
シ
乃
チ
木
引
初
ノ
如
キ
モ
当
時
居

住
セ
シ
宮
後
町
ニ
テ
勤
メ
シ
メ
シ
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
。

近
世
以
降
の
詳
細
な
御
木
曳
行
事
の

沿
革
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
と
思
う
。

『両宮遷宮旧式祭典図』〈皇大神宮〉御用材川曳図

『両宮遷宮旧式祭典図』〈豊受大神宮〉御用材宮川木上図
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三
重
県
北
勢
地
区
で
は
古
来
、
神
社

の
急き

ゅ
う
ざ
か坂
を
馬
で
駆
け
上
が
る
勇
壮
な

上あ

　げ
馬う
ま

神
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。

馬
に
関
す
る
神
事
は
全
国
に
み
ら
れ

る
が
、
騎
乗
し
て
急
坂
を
上
が
る
神
事

は
当
地
区
独
特
の
も
の
で
県
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

神
事
の
由
来
を
記
し
た
記
録
の
多
く
が

織
田
信
長
の
兵
火
に
罹か

か

り
焼
失
し
て

い
る
た
め
詳
細
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、

鎌
倉
時
代
に
武
士
の
鍛
錬
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
も
の
が
奉
納
神
事
と
な

り
、
豊
作
等
を
願
う
神し

ん

賑し
ん

行
事
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
幾
つ
か
の
神

社
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
神
事
も
、
時

代
の
趨
勢
に
伴
い
そ
の
姿
も
変
化
し
て

い
る
。

そ
う
し
た
中
、
今
日
で
も
昔
な
が
ら

の
姿
を
残
し
て
い
る
の
は
多
度
大
社

（
塚
原
德
生
宮
司
）
の
上
げ
馬
神
事
で
、

毎
年
五
月
四
日
・
五
日
の
例
祭
で
斎
行

さ
れ
て
い
る
。
御み

く
り
や厨
の
氏
子
が
、
家
族

と
も
食
事
を
別
に
す
る
別べ

っ

火か

の
生
活
に

入
り
心
身
を
清
め
て
祭
り
に
臨
む
。
乗

り
子
は
百
メ
ー
ト
ル
の
馬
場
を
騎
馬
武

者
姿
で
疾
駆
し
、
急
坂
を
駆
け
上
る
。

平
成
末
ま
で
は
、
最
後
に
二
メ
ー
ト
ル

余
の
垂
直
壁
が
あ
り
、
こ
れ
を
乗
り
越

え
る
荒
い
神
事
で
あ
っ
た
が
、
動
物
福

祉
・
愛
護
の
声
が
押
し
寄
せ
る
中
、
令

和
に
入
り
馬
の
負
担
を
減
ら
す
べ
く
関

係
者
が
協
議
し
、
絶
壁
を
除
い
た
形
に

変
更
さ
れ
た
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の

行
事
は
南
北
朝
時
代
に
始
ま
り
戦
国
時

代
に
中
断
し
た
後
、
桑
名
藩
主
の
本
多

忠
勝
公
・
忠
正
公
の
支
援
を
受
け
て
復

活
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
東
員
町
の
猪い

な

べ
名
部
神
社
（
石
垣

光
麿
宮
司
）
で
も
同
様
の
神
事
が
四
月
の

第
一
土
曜
・
日
曜
の
大

お
や
し
ろ
ま
つ
り

社
祭
で
行
わ
れ
て

い
る
。
鎌
倉
時
代
の
郡
司
・
員い

な
べ弁
三
郎
行

綱
が
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
神
事
を
奉
納
し
た
こ
と
に
起

源
を
持
ち
、
南
北
朝
の
中
断
を
経
て
江
戸

末
期
か
ら
明
治
初
期
に
再
興
さ
れ
た
。
こ

ち
ら
も
馬
場
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
急
坂
の

後
に
三
メ
ー
ト
ル
余
の
土
壁
が
設
け
ら
れ
、

騎
手
は
花
笠
・
袴
姿
で
駆
け
抜
け
て
い
た
。

令
和
の
コ
ロ
ナ
禍
で
四
年
間
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
そ
の
間
に
技
術
継
承
者
の
減

少
や
稽
古
場
の
廃
止
等
が
重
な
っ
た
た

め
、
令
和
五
年
か
ら
上
げ
馬
に
代
え
て
、

乗
り
子
と
神
職
に
よ
る
上
げ
坂
参
り
・
流

鏑
馬
馬
場

を
回
る
馬

曳
き
神
事

へ
と
形
を

変
え
て
い

る
。一

方
、
今
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

い
な
べ
市
で
は
賀か

も毛
神
社
（
民み
か
み上

三
男
宮

司
）
や
猪い

な

べ
名
部
神
社
（
伊
藤
太
郎
宮
司
）

で
も
か
つ
て
同
様
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い

た
。
賀
毛
神
社
の
社
伝
で
は
、
六
百
年
以

前
か
ら
例
祭
時
に
上
げ
馬
・
流
鏑
馬
神
事

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
や
は
り
天
正
年
間

に
織
田
勢
の
兵
火
に
よ
り
神
事
は
中
絶
、

本
多
忠
勝
公
の
治
世
に
再
興
さ
れ
て
い
る
。

鎧よ
ろ
い
ひ
た
た
れ

直
垂
姿
の
騎
手
が「
一
丈
二
尺
ノ
土
壁
」

を
馬
で
超
え
る
神
事
と
し
て
挙
行
さ
れ
、

こ
れ
を
見
物
し
よ
う
と
「
参
集
ス
ル
者
数

万
」
と
喧
伝
さ
れ
た
が
、
明
治
三
十
七
年

「
蛮
風
ナ
リ
ト
廃
セ
」
ら
れ
た
。

由
緒
あ
る
神
事
も
時
代
と
と
も
に
変

わ
る
。
如
何
に
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
か
。

「
少
し
前
ま
で
は
、
土
用
の
虫
干
し
に
昔

の
馬
具
や
装
束
を
干
し
て
ま
し
た
が
、

今
で
は
そ
れ
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
祭

り
は
ど
ん
な
形
で
も
伝
え
て
い
か
な
い

と
廃す

た

れ
ま
す
。」
賀
毛
神
社
で
出
会
っ
た

古
老
の
言
葉
が
重
く
響
く
。

多度大社の上げ馬

猪名部神社の馬曳き
（提供：東員町）

賀毛神社の
上げ馬坂の跡

北
勢
地
区
の
馬
の
神
事

～
上あ

げ
馬う
ま

神
事
～
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伊
賀
市
諏
訪
に
鎮
座
す
る
諏
訪
神
社

（
直
井
清
宮
司
）
で
は
、
毎
年
半は

ん
げ
し
ょ
う

夏
生

（
夏
至
か
ら
十
一
日
目
に
あ
た
る
七
月

上
旬
）
に
、
除
蝗
祭
・
虫
送
り
神
事
を

斎
行
し
て
い
ま
す
。

神
社
の
由
緒
で
は
、
古
代
霊
地
で
あ
る

笹
ヶ
岳
の
麓
に
お
い
て
、
朱す

ざ
く雀
天
皇
の
御

代
（
九
二
三
～
九
五
二
年
）
に
甲
賀
三
郎

兼
家
（
古
浄
瑠
璃
で
知
ら
れ
る
伝
説
上

の
人
物
）
が
諏
訪
神
を
勧か

ん
じ
ょ
う請し
た
こ
と
に

始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
祭
神

は
建た

け
み
な
か
た
の
か
み

御
名
方
神
と
八や
さ
か
と
め
の
か
み

坂
刀
売
神
で
、
風
・

水
・
農
業
・
狩
猟
の
守
護
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
諏
訪
神
社
周
辺
地
域
に
お
い

て
急
速
に
過
疎
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、

県
神
社
庁
上
野
支
部
は
昨
年
よ
り
三
ヵ

年
に
わ
た
り
、
神
社
本
庁
過
疎
地
域
等

神
社
活
性
化
推
進
施
策
指
定
支
部
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
昭
和
の
終

わ
り
に
は
二
五
四
世
帯
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
一
六
三
世
帯
に
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
独
居
高
齢
者
や
高

齢
夫
婦
世
帯
も
多
く
、
今
後
さ
ら
に
過

疎
が
進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
伝
統
あ
る
除
蝗
祭
・
虫
送
り

神
事
を
継
承
す
る
べ
く
本
年
は
管
内
支

部
神
職
も
助
勢
し
て
斎
行
し
ま
し
た
。

こ
の
神
事
は
、
水
稲
栽
培
に
お
い
て
稲

が
順
調
に
成
長
し
、
開
花
と
受
粉
を
迎

え
る
前
の
も
っ
と
も
大
切
な
時
期
で
あ
る

半
夏
生
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
地
域
の
風

習
と
と
も
に
人
々
の
生
活
に
深
く
結
び
つ

き
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

神
事
は
ま
ず
松
明
の
棒
と
な
る
竹
を

切
り
出
す
作
業
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
神

社
総
代
を
は
じ
め
、
自
治
会
役
員
の
皆

様
や
氏
子
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

長
さ
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
に
切
り
出
し
た

竹
を
神
社
へ
搬
送
し
ま
す
。

次
に
、
乾
い
た
木
材
で
薪
を
作
り
、
そ

れ
を
竹
の
先
に
差
し
込
み
、
針
金
で
固
定

し
ま
す
。
薪

を
差
し
込
む

た
め
、
あ
ら

か
じ
め
竹
を

一
節
ほ
ど

割
っ
て
お
き

ま
す
。

例
年
は
松
明
を
三
十
本
ほ
ど
作
成
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
多
く
の
氏
子
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
五
十
本

を
用
意
し
ま
し
た
。

祭
典
は
午

後
六
時
よ
り

斎
行
さ
れ
、

「
稲
に
災
い
が

な
く
、
秋
に

は
豊
作
と
な

り
ま
す
よ
う

に
」
と
氏
神
様
に
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。
祭

典
後
、
い
よ
い
よ
点
火
し
た
松
明
を
参
列

者
が
手
に
取
り
、
参
道
に
並
ん
で
田
の
あ

ぜ
道
へ
と
進
み
ま
す
。

約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
、
里

の
は
ず
れ
に
設
け
ら
れ
た
祭
場
で
松
明

を
焚
き
上
げ
ま
す
。
そ
の
間
、
神
職
が

大
祓
詞
を
奏

上
し
ま
す
。

次
に
宮
司

及
び
総
代
長

が
玉
串
拝
礼

を
行
い
、除
蝗

祭
・
虫
送
り

神
事
は
結
び

と
な
り
ま
す
。

直
井
宮
司
は
、「
地
域
全
体
の
協
力
に

よ
っ
て
神
事
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
何
よ
り
の
成
果
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。
神
事
は
規
模
の
大
小
で
は
な

く
、
継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
過

疎
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、
助
け
合
い
の

心
を
育
み
今
後
も
神
事
を
続
け
、
伝
統

と
信
仰
を
次
の
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
き

た
い
。
さ
ら
に
、
地
域
の
未
来
を
担
う
若

い
世
代
に
も
参
加
を
促
し
、
郷
土
へ
の
誇

り
と
氏
神
様
へ
の
感
謝
の
心
を
育
て
、
こ

の
神
事
を
守
り
続
け
る
と
と
も
に
、
地
域

社
会
の
絆
を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
。」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
野
支
部
・
諏
訪
神
社

除じ
ょ
こ
う
さ
い

蝗
祭
・
虫
送
り
神
事 
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津
市
広
明
町
に
鎮
座
す
る
三
重
縣
護

國
神
社
（
奥
山
陽
介
宮
司
）
で
は
、
令

和
七
年
に
終
戦
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
令
和
六
年
一
月
よ
り
終
戦
八
十

年
記
念
事
業
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
事
業

の
一
環
と
し
て
、
内
拝
殿
木
部
の
再
生

常と
こ
わ
か若
施
工
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
の
戦
後
復
興
造
営
の

際
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
は
、
長
年
の
経

年
変
化
に
よ
り
木
部
の
劣
化
が
見
受
け

ら
れ
ま
し

た
。
重
厚

感
の
あ
る

拝
殿
は
厳

か
で
誠
に

趣
の
あ
る

佇た
た
ずま

い
で

は
あ
り
ま

す
が
、
木

材
部
分
の

維
持
管
理
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
事
業

に
あ
た
り
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
施
工

期
間
と
費
用
面
の
二
つ
の
問
題
で
し
た
。

特
に
部
材
を
入
れ
替
え
る
工
事
は
施
工

期
間
、
費
用
面
の
両
面
に
お
い
て
現
実

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
為
に
は
現
在
使
用
し
て

い
る
木
材
を
生
か
し
な
が
ら
、
美
観
と

耐
久
性
を
高
め
る
施
工
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
神
社
は
津
市
大
倉
の
日
本
土

建
㈱
に
相
談
し
、公
益
財
団
法
人
日
本
木

材
保
存
協
会
認
定
の
木
材
劣
化
診
断
士

と
木
材
保
存
士
が
現
地
で
木
材
の
状
態

を
科
学
的
に
調
査
・
診
断
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
最
適
な
施
工
手
順
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

施
工
は
伊
勢
市
河
崎
の
㈱
山
久
木
工

が
担
当
し
、
同
社
は
施
工
に
あ
た
り
、

滋
賀
県
草
津
市
の
㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン

が
開
発
し

た
新
技
術

『
エ
ア
ー

鉋か
ん
な』
を
採

用
し
ま
し

た
。
同
鉋

は
、
空
気

と
植
物
性

粉
体
を
混

合
し
た
溶

剤
を
木
材
表
面
に
噴
射
し
、
劣
化
部
分

を
処
理
す
る
技
術
で
、「
払
う
」「
削
る
」

「
剥は

ぐ
」「
粗あ
ら

す
」
の
四
つ
の
工
程
を
一

台
で
行
う
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
施
工

法
は
、
作
業
時
間
の
大
幅
な
短
縮
と
経

費
が
軽
減
さ
れ
、
今
回
の
木
部
再
生
を

神
社
の
要
望
に
沿
う
形
で
進
め
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
ご
参
考
ま
で
で
す
が
、

本
施
工
の
工
事
期
間
が
約
十
五
日
間
、

要
し
た
費
用
は
約
六
百
五
十
万
円
と
の

こ
と
で
す
。

と
り
わ
け
天
井
部
分
の
再
生
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
蘇
っ
た
拝
殿
木

部
の
美
し
さ
は
、
感
銘
を
受
け
る
仕
上
が

り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
奥
山
宮
司
は
、「
近
年
の
課
題

は
、
御
英
霊
と
直
接
ご
縁
の
あ
る
ご
遺
族

の
参
拝
が
年
々
減
少
し
て
い
る
事
で
す
。

御
英
霊
に
感
謝
と
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る

事
は
も
と
よ
り
、
若
い
世
代
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
、
明
る
く
開
か
れ
た
神
社
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
が
再
生
常
若
工
事
で
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
ご
遺
族
や
崇
敬
者
の
皆
様
か
ら

も
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

伝
統
あ
る
社
殿
を
未
来
に
繋
ぐ
取
り
組

み
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
御
祭
神
の
ご
遺

徳
を
語
り
継
ぎ
、
次
の
世
代
へ
平
和
の
祈

り
を
繋
ぎ
、
三
重
縣
護
國
神
社
の
尊
厳

を
継
承
し
て
い
く
事
が
私
ど
も
神
職
の
使

命
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
に
は
、
未
来
に
向
け
た
強

い
決
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
深
く
印

象
に
残
る
も
の
で
し
た
。

再生工事前の拝殿

再生工事後の拝殿

　

蘇
よ
み
が
える

拝
殿
、
つ
な
が
る
祈
り

三
重
縣
護
國
神
社
の
木
部
再
生
工
事
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延
喜
式
内
社
で
あ
る
足
見
田
神
社

（
横
山
正
純
宮
司
）
は
、
鈴
鹿
山
脈
の
秀

峰
・
鎌
ケ
岳
、
雲き

ら
ら
み
ね

母
峰
の
麓
、
風
光
明

媚
な
四
日
市
市
水す

い
ざ
わ沢

町
に
鎮
座
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
三
重
県
は
お
茶
の
栽
培
が
盛

ん
で
、
そ
の
生
産
量
は
鹿
児
島
県
、
静

岡
県
に
次
ぐ
全
国
三
位
（
令
和
七
年
農

林
水
産
省
資
料
）、
そ
の
中
で
も
水
沢
地

区
は
三
重
県
を
代
表
す
る
「
伊
勢
茶
」

の
産
地
で
あ
り
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か

け
て
、
茶
畑
が
美
し
い
新
緑
に
染
ま
り

ま
す
。

水
沢
で
お
茶
作
り
が
盛
ん
に
な
っ
た

地
理
的
背
景
と
し
て
、
雨
量
が
豊
富
で

温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
土
地

の
水
は
け
も
良
く
、
陽
当
た
り
の
よ
い

肥
沃
な
土
地
が
開
け
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
沢
の
お
茶
の
歴
史
は
、
飯
盛
山
浄

林
寺
（
現
・
一
乗
寺
）
の
住
職
が
、
延
喜

年
間
（
西
暦
九
〇
〇
年
代
）
の
初
期
に
空

海
が
唐
か
ら
帰
国
し
た
際
に
持
っ
て
い
た

茶
の
実
を
植
え
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

雲
母
峰
の
南
側
に
あ
る
「
冠か

ん
ざ
ん
ち
ゃ

山
茶
の

木き
は
ら原
」
に
植
え
ら
れ
た
茶
の
実
は
空
海

直
伝
の
製
茶
法
で
栽
培
さ
れ
始
め
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
古
い
茶

木
を
観
賞
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
文
化
・
文
政
年
間（
一
八
〇
〇

年
代
）
に
は
、
地
元
の
常
願
寺
住
職
・
中

川
教
宏
氏
が
「
製
茶
業
」
を
奨
励
し
て
、

水
沢
地
区
の
重
要
な
地
場
産
業
と
し
て
、

現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
ま
す
。

明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
茶
の
輸
出
が

始
ま
る
と
、
商
品
作
物
と
し
て
の
栽
培
が

急
増
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
い
に
栽
培
面

積
が
拡
大
さ
れ
、
特
に
上
質
で
香
味
の
あ

る
「
か
ぶ
せ
茶
」
は
日
本
一
の
生
産
量
を

誇
り
、
高
品
質
と
し
て
多
く
の
皆
様
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
、
こ
れ

ら
長
年
の
実
績
・
継
承
が
認
め
ら
れ
、

貴
重
な
歴
史
的
価
値
が
高
い
文
化
エ
リ

ア
と
し
て
、「
四
日
市
市
指
定
記
念
物

（
史
跡
）」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
四

月
中
旬
に

は
、
ご
先

人
方
の
ご

功
績
を
讃

え
、
冠
山

茶
の
木
原

保
存
会
に
よ
る
「
新
茶
ま
つ
り
冠
山
茶

の
木
原
神
事
」
を
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
四
月
下
旬
に
は
、
茶
業
各
方

面
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
年
の
伊
勢
茶
産
業
の
振
興
・
発
展

を
祈
り
、
水
沢
地
区
の
み
な
ら
ず
、
四

日
市
市
、
三
重
県
の
茶
業
関
係
者
ら
も

参
列
し
、
収
穫
さ
れ
た
新
茶
を
四
日
市

茶
業
連
合
会
会
長
が
奉
納
す
る
「
新
茶

ま
つ
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茶
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事
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も
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行
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れ
て
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ま
す
。

当
日
は
、
宮
司
の
祝
詞
お
よ
び
連
合
会

長
の
祭
詞
奏
上
や
小
中
学
生
に
よ
る
歌
舞

の
奉
納
、
町
内
を
巡
行
す
る
「
茶
業
振
興

太
鼓
」
等
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
境
内
で

は
新
茶
や
山
菜
の
天
ぷ
ら
を
ご
参
列
者
に

振
舞
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
々
に
新
茶
ま

つ
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

横
山
宮
司
は
「
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
継

承
さ
れ
て
き
た
伝
統
産
業
・
伊
勢
茶
の
功

績
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
地
域
・
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
伊
勢
茶
産
業
に
携
わ
っ
て
ま
い
る

所
存
で
す
。」
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
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環境省「自然共生サイト」に環境省「自然共生サイト」に
認定された認定された八八

やは し ろや は し ろ

柱柱神社神社
松阪市飯高町田

た び き

引の八柱神社（萩原豊和宮司）は、櫛田川上流域の
香
かはだ き ょ う

肌峡県立自然公園に鎮座し、氏子や地域住民からは親しみを込めて「田
引の八柱さん」と呼ばれている。
八柱神社の境内は令和7年3月に環境省「自然共生サイト」に認定された。

自然共生サイトとは、環境省が令和5年より「生物多様性の価値があり、民
間の取り組みや営みによってその保全が図られ、人と自然が共生している
区域」を認定しているもので、国内では328ヶ所、県内では7ヶ所が認定を
受け、神社は国内2例目で氏神神社としては全国初の認定となった。

「自然共生サイト」は4基準12項目より評価される。八柱神社は参
道に自生するスギ巨樹群の中の一本が樹齢300年以上　幹周
5m47cm、樹高45mあり、昭和63年環境省の巨樹・巨木林データベー
スに登録されていて既に公的機関によって重要性が認められている。
「スギ巨樹群の下層と境内周縁部は地域住民が定期的に草刈り等の管
理をすることで、植生遷移が留められ多様性が高い湿性の草本群落、

二次林を維持しており地域の生物多様性保全や住民の生物とのふれあいに貢献している。また、絶
滅危惧種のフモトシケシダ、南紀固有のルリセンチコガネ、希少なムササビなど動植物の生息生育
が確認され動物の生活にとっても重要な場所である。境内のサカキは神社の年中行事や十年に一
度の式

しきねんさ い

年祭（遷
せんぐう

宮）においてお祓いの大
おおぬさ

麻や玉
たまぐし

串として使用され、伝統的な神事により境内のサカ
キ林が維持され自然資源の供給の場となっている。（環境省）」ことが評価され認定となった。
萩原宮司は「今回の認定は神社として環境保全のために特別な

ことをしている訳ではなく、地域における境内整備が生物多様性
を維持する環境として認められた。認定により境内清掃などお世
話くださる地域住民が誇りを持って取り組めるようになった。自
然を守ることで社会貢献にもつながればいい。認定に至ってはNPO
法人社叢学会（代表皇學館大学名誉教授櫻井治男氏）の調査、情
報交換や有識者の協力を得た。」と話された。
八柱神社の鎮守の杜はこれまで氏子や地域住民によって大切に護られ維持管理されてきこ

とが「自然共生サイト」認定という形で証明された。サイト名は「八柱神社－田引の八柱さ
ん－」と登録され親しみのある氏神さんは全国的に有名になった。


